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１．はじめに 

エンドウさび病は、和歌山県の秋まき冬春どり

の施設栽培エンドウにおける重要病害です。本病

は主に葉、茎に発生し、多発すると莢にまで発生

し、品質を低下させます。早ければ12月上旬頃か

ら発生し、3 月から 4 月にかけて発病が増加しま

す。多発すると草勢の低下を招き、収穫期間の短

縮や収量の低下につながります。本病原菌の生活

環は複雑で、エンドウ上で複数の胞子を形成しま

す（図 1）。エンドウへの一次伝染は担子胞子で、

罹病残渣上で越夏した冬胞子が秋に発芽して形成

すると考えられています。一般的にエンドウ上で

見かけるのは、黄色のさび胞子と茶色の夏胞子で、

これらの胞子が二次伝染を繰り返します。今回は、

これら 2種の胞子を用いて、登録薬剤の防除効果

を比較しました。 

 

２．予防効果試験（病原菌の感染を防ぐ効果） 

さやえんどう‘美笹’を 9cmポットに 4粒播種

し、草丈約70cmのものを用いました。表 1に示す

薬剤をハンドスプレーで散布し、翌日に約 104 個

/ml のさび胞子懸濁液をハンドスプレーで噴霧接

種しました。接種後は高湿度条件を保つため、2日

間ビニル被覆した後、ビニルを除去しました。1区

3ポット、2反復としました。 

接種8日後に初発が認められ、接種16日後に発

病を調査しました。その結果、供試したカナメフ

ロアブル、アフェットフロアブル、ストロビーフ

ロアブルは、いずれも高い防除効果が認められま

した（表1）。 

 

３．治療効果試験（発病後の進展抑制） 

 エンドウさび病の発生がすでに認められている、

農業試験場内ビニルハウスの実エンドウ‘きしゅ

ううすい’を用いて試験を行いました。1区3株、

3反復としました。薬剤散布前に発病調査を行い、

各区の平均発病葉率が 6.7～10.0％となるように

区を配置しました。発病調査翌日とその 1週間後

の 2回、表 2に示す薬剤を散布しました。第 2回

散布の6日後に発病調査を行いました。 

 その結果、カナメフロアブルの防除価（無処理

区と比べてどれだけ発病を抑えているかを示す数

値）は 87.1 と、高い防除効果が認められました

（表2）。一方、アフェットフロアブル、ストロビ

ーフロアブル、ファンタジスタ顆粒水和剤の防除

価は42.0～55.1と、カナメフロアブルに比べて劣

りました。 

 

４．おわりに 

 本試験の結果、感染前であれば高い防除効果が

得られる薬剤は数種あるものの、発病後にその広

がりをある程度抑えられる薬剤はカナメフロアブ

エンドウさび病に対する有効薬剤について 

～カナメフロアブルが高い防除効果～ 

表1 エンドウさび病に対する各種薬剤の予防効果 

供試薬剤
希釈
倍数

調査
葉数

発病葉
率（％）

防除価

カナメフロアブル 4,000 236 0 100

アフェットフロアブル 2,000 200 0 100

ストロビーフロアブル 3,000 240 0 100

無処理 224 19.2

防除価 =（無処理区 - 処理区）×100 / 無処理区 

防除価は発病葉率から以下の式で算出。 

数値は 2 反復の合計。 

図1 エンドウさび病菌の生活環 
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ル 1剤のみでした。一般的に病害の多発後は薬剤

の防除効果は得られにくくなります。そのため、

カナメフロアブルは発病初期や病勢が旺盛になる

3～4月に散布し、それ以外は予防効果の高い他の

薬剤を散布するとよいと考えられます。なお、カ

ナメフロアブルは、令和 6年 5月現在、さやえん

どうのさび病に適用がありますが、実エンドウの

さび病には適用がありませんので注意してくださ

い。 

また、エンドウさび病は施設内の湿度が高い状

態が続くと多発する傾向にあります。そのため、

換気を行い、施設内の湿度を下げることも有効な

防除対策になります。 

（環境部 菱池政志） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人事異動】 －令和 6年 4月 1日付け－      

表2 エンドウさび病に対する各種薬剤の治療効果 

防除価は100 小葉あたり胞子堆数から以下の式で算出 

防除価 =（無処理区 - 処理区）× 100 / 無処理区 

調査
葉数

発病葉
率（％）

調査
葉数

発病葉
率（％）

100小葉あたり
胞子堆数（個）

防除価

カナメフロアブル 4,000 Ⅰ 100 8.0 100 11.0 53.0

Ⅱ 100 1.0 100 5.0 10.0

Ⅲ 100 11.0 100 18.0 31.0

計 300 6.7 300 11.3 31.3 87.1

アフェットフロアブル 2,000 Ⅰ 100 14.0 100 36.0 142.0

Ⅱ 100 2.0 100 35.0 75.0

Ⅲ 100 4.0 100 48.0 165.0

計 300 6.7 300 39.7 127.3 47.6

ストロビーフロアブル 3,000 Ⅰ 100 5.0 100 25.0 48.0

Ⅱ 100 20.0 100 63.0 191.0

Ⅲ 100 5.0 100 38.0 88.0

計 300 10.0 300 42.0 109.0 55.1

ファンタジスタ顆粒水和剤 2,000 Ⅰ 100 7.0 100 45.0 140.0

Ⅱ 100 1.0 100 41.0 70.0

Ⅲ 100 12.0 100 66.0 213.0

計 300 6.7 300 50.7 141.0 42.0

無処理 Ⅰ 100 3.0 100 56.0 151.0

Ⅱ 100 23.0 100 75.0 435.0

Ⅲ 100 3.0 65 32.3 89.2

計 300 9.7 265 57.4 243.0

第2回散布6日後散布前
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